
 
 

 

11 月も後半となり、朝晩と昼間の寒暖の差が一段と大きくなってきたようです。 

保護者の皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。 

 

 

 

11/10（木）～11/13（日）の日程で新人大会（後期）や

文化部発表会が行われました。運動部ではサッカー部、空

手道部、剣道部女子が団体 2 位、剣道部男子と卓球部女子

がベスト 4 の他、多くの部活動がベスト 8 に進出し、団体

や個人で北信越大会に出場する部活動もあります。また、

文化部においても、新聞部や放送部が優秀な成績を上げ、

全国大会に出場します。 

1 年生は学年全体として『一人ひとりが文武両道の実践』

を目指しており、部活動加入率も非常に高く、ほぼ全員の  【準優勝サッカー部 試合風景】 

生徒がいずれかの部活動で活動しています。部活動を通して、 

「困難を克服する姿勢、友情や助け合い、信頼や感謝の気持ち」など、今後の人生にとって必要

な多くの資質が育まれると思います。 

時間の制約など辛い事もありますが、先輩達が切りかえや集中、スキマ時間の活用等で克服し

てきたように、新人大会等で活躍した 1 年生諸君においても是非『両立が出来る桜高生』として、

今後とも充実した桜高生活を送って欲しいと思っております。 

 

 

 

 

 平成 28 年度のいしかわニュースーパーハイスクール講  

演会が 11/4（金）に行われ、講師として東京大学大学院教 

授のロバート・キャンベルさんをお招きしました。 

キャンベルさんはニューヨーク市の出身ですが、語学留  

学を経て日本語を習得し、現在は近代日本文学を専門に研  

究しているそうです。『あえて日本語の中で生きるという 

事』という演題で、講演ではご自身の経験をふまえ、日本 

とアメリカの文化の違いを看板の映像やユーモアも交え 

て大変分かり易く語られました。            【生徒に語りかけるｷｬﾝﾍﾞﾙさん】     

生徒の感想には「今日の講演で、看板一つにおいても日本とアメリカの文化の違いを深く感じ

ることが出来ました。キャンベルさんのようにアメリカの事をよく知った上で、日本の事を研究

するということは大切だと思いました」「通りに名前がなくても郵便物が届くのは、日本の古く

からのコミュニケ－ション能力であり文化であると話され、なるほどと思った」「日本人は知ら

ない人とは余り会話や挨拶をしないけど、アメリカ人は信号待ちでも気軽に声をかけると聞いて

驚きました。もっと英語を勉強して、2020 年の東京五輪では外国人と気軽に会話がしたいです」 

などが記されていました。 

生徒からも積極的に質問が出るなど、とても有意義な講演会でした。 

また、多数の保護者の皆様にも参加して頂き、ありがとうございました。 

１年学年便り 第７号 (１１月) 
金沢桜丘高校 平成２8 年１１月１8 日 

１．Ｈ28 新人大会を振り返って １年生も試合に、応援に頑張りました! 

２．ニュースーパーハイスクール講演会 ロバート・キャンベルさんを招いて!



 
 

 

 

 

高校 3 年間の中でいくつかの重要な時期がありますが、その一つが 1 年生の

秋から冬です。ほとんどの部活動でオフシーズンに入り、土日などでまとまっ

た学習時間が確保でき、じっくり腰を据えた勉強が出来るからです。 

これから 2 学期期末試験、冬休み、1 月には校内学力テスト(1/10 火)や進研

学力テスト（1/21 土）、小論文模試などが実施されます。この時期に、きちん

とした『学業と部活動の両立』を経験することは大変重要な意味を持ち、この

時期の生活や学習の姿勢が以後の高校生活やグローバル化が著しい現代社会

を生き抜く力を付けるために大きな影響を与えます。 

前期の間は、部活動の練習等に慣れるまで体力が追いつかず、辛い思いをし

た生徒もいたことと思いますが、後期に入り体力と共に自分自身でコントロー

ル(Self-control)出来る精神力(Spirit)も徐々に身に付いてきたのではない

かと思います。                           【学年ホールパネル】  

「３Ｓ歩行」を経験した本校の生徒達には、「皆で頑張ろう！(Sympathy)」という雰囲気の下、

自信を持って自分自身を一回り大きくするような努力と経験を重ねて欲しいと願っております。 

 

【生徒の皆さんへ】 『今が重要な時期です！』 

春にも学年集会等でお伝えしましたが、高校学習の基   

本は右に示す学習の『黄金サイクル』にあります。授業  

を疎かにしていると後で取り返しのつかないことにな 

るので、『授業』や授業を活かすための『予習・復習』 

に精一杯、力を注いで下さい。 

また、定期試験や模擬試験を見直して、題意を捉え良 

い答案を再現する力を付けることも、効果的な勉強方法 

です。 

学習量が不足すると学習の質も確保できません。（放 

課後を含めての）1 日の家庭学習時間３時間を目標に、 

「どんなに忙しくても、毎日最低２時間は確保」して下さい。 

 

【 文責 １学年主任 上村純一 】 

【11 月下旬・12 月の行事予定】 

１１月１９日（土） １・２年桜塾 

２４日（木） １・２年試験時間割発表  

   ２６日（土） １・２年学習会、質問教室 

 

１２月 １日（木） １・２年２学期期末試験 ① 

２日（金）       〃     ② 

 ５日（月）        〃          ③ 

６日（火）         〃        ④ 

１４日（水） １・２年ＧＴＥＣ 

２２日（木） ２学期終業式、表彰伝達式、大掃除、保護者懇談会   ① 

２６日（月）    〃   ② 

２７日（火）    〃   ③ 
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３．グローバル時代に必須の、思考力・表現力を鍛える深い学習を！ 


